
建
計
画
に
基
く
予
算
の
組
み
替
一
先
づ
長
浜
小
学
校
増
築
で
あ

場
一
間
一
へ
が
主
で
あ
り
ま
す
。
一
り
ま
す
が
国
の
定
め
た
基
準
に

所

郡

虚

一

同

一

才

入

か

ら

説

明

致

し

ま

す

と

一

よ

る

主

義

が

二

一

四

一

持

、

農

地

法

多
官
官
一
昭
一
町
税
の
減
額
、
交
付
税
の
増
額
一
と
の
内
補
助
対
象
と
し
て
認
め

行
一
畑
町
一
印
刷
一
は
再
建
計
画
に
基
く
も
の
で
あ
一
ら
れ
た
も
の
は
一

O
七
坪
、
単

一

一

す

。

-

債

五

万

四

千

円

事

業

費

五

百

七

。

最

近

農

地

改

革

は

占

領

政

策

で

あ

る

か

ら

独

立

し

発

媛

賓

一

一

一

愛

j
一
一
昨
一
財
産
放
火
の
公
営
住
宅
払
下
一
十
七
万
八
千
円
、
三
分
の
一
国
昭
和
三
十
一
年
度
一
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て
一
。
た
現
在
で
は
当
然
法
の
改
正
が
行
わ
れ
る
と
7

コ
ト

O

長
一
刷
一
げ
代
は
、
払
下
げ
契
約
者
に
つ
一
庫
補
助
、
三
分
の
二
起
債
が
認
申
告
所
得
税
第
二
期
一
納
税
資
金
の
準
備
を
さ
れ
る
と
。
と
ヤ
カ
に
流
云
さ
れ
て
い
る
や
う
に
灰
閏
致
し
ま
す
。

一
印
一
ぎ
交
渉
し
た
結
果
本
年
度
政
入
一
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
然
し
比
分
の
納
期
限
は
来
る
一
は
、
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
さ
一

O
が
農
地
司
法
は
何
等
改
正
さ
れ
る
が
如
き
こ
と
は
あ
り

o

i
l
-
-
一
確
実
な
も
の
の
み
を
計
上
し
不
可
阻
聞
に
学
校
側
の
要
求
す
る
最
十
一
月
二
十
日
と
な
一
れ
る
の
が
早
道
で
す
。
一
。
ま
せ
ん
。

一
確
実
な
牧
入
は
減
額
致
し
ま
し
一
低
限
度
の
増
築
を
し
て
お
か
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
日
掛
、

E
筒
、
任
襲
撃
す
御
随
一
カ
而
し
現
在
農
地
法
は
稽
々
も
す
る
と
忘
れ
が
ち
の

3

h
岳

埼

玉

。

一

い

と

又

の

増

築

は

困

難

で

あ

り

昨

年

度

も

多

数

の

一

意

に

貯

蓄

す

る

こ

と

が

出

来

、

一

。

傾

向

が

あ

る

の

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

ま

す

の

で

皆

。

盛

期

一

分

担

金

の

減

額

使

用

料

の

増

一

ま

す

の

で

普

通

教

室

四

、

特

別

F

方
が
十
一
月
三
十
白
石
税
以
外
に
も
自
由
に
引
出
せ
一
。
芝
充
分
罪
し
て
頂
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
。

三

匝

一

額

一

は

計

画

の

通

り

国

庫

支

出

金

一

教

室

一

、

附

烏

建

物

便

所

廊

下

一

ま

で

に

納

め

ら

れ

ま

一

ま

す

。

一

。

光

ず

本

法

が

農

業

の

基

本

法

と

云

わ

れ

る

理

由

は

一
中
、
教
育
関
係
の
補
助
と
選
挙
一
等
延
一
七
四
坪
の
も
の
を
計
画
一
し
た
が
、
一
部
に
は
一
組
合
員
に
は
種
々
の
特
典
が
一
@
第
一
に
農
地
は
耕
作
す
る
者
が
所
有
す
る
こ
と
を
原
。

新

教

育

委

員

一

実

老

一

号

器

制

刊

誌

計

一

し

軒

計

十

九

万

円

、

一

諸

諸

説

一

ド

許

諾

♂

一

自

白

札

口

い

い

け

誌

疑

軒

配

都

立

一

1
小
窓
そ
叩
他
お
よ
そ
人
の
出
-

新

常

任

委

員

会

委

員

-
E
ヌ

一

J
m銅
鐸
号
訴
一
刊
臨
時
間
日
付
計
四
時
一
本
年
は
念
で
許
税
の
準
一
時
崎
市
税
務
署
へ
お
問
合
せ
よ

o
主

政

広

告

ド

為

に

は

土

台

で

す

。

一

入

で

き

る

処

に

は

全

部

充

分

一

番
古
左
上
4
4
E
4
4ヲ
E
E
‘

7
1ピ

ア
ノ
購
入
ヂ
し
一
寄
附
註
百
七
十
九
万
五
千
円
一
望
さ
れ
お
の
れ
が
と
ぞ
っ
一
予
定
納
税
額
の
更
唯
一
。
土
地
が
農
業
に
よ
〈
利
用
さ
川
る
こ
と
に
つ
い
試
竺

2
謀

長

ぷ

必

す

十

三
一
第
三
回
定
例
町
議
会
が
九
月
二
十
九
日
午
前
九
時
か
ら
一
一
一
行
の
段
階
と
な
っ
て
す
ま
し
一
紅
白
純
一
日
持
泊
四
時
一
で
ず
の
ド
つ
き
ま
し
て
は
一
協
同
昨
日
に
埼
さ
れ
る
一
日
一
十
一
月
十
五
一
的
目
げ
へ
ら
仰
抗
日
日
は
け
行
っ
て
農
業
経
営
者
の
。
一
充
分
な
戸
締
を
す
る
こ
と
。
一

一
一
一
役
場
会
議
室
で
開
か
れ
義
案
審
議
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
一
一
一
た
。
一
雪
国
庫
補
助
の
倍
額
の
備
品
一
目
下
県
べ
交
渉
中
で
あ
り
ま
じ
一
な
お
納

Z
M十
一
月
上
匂
一
第
一
期
分
の
予
定
納
税
額
を
一
。
池
宮
五
さ
せ
農
業
生
産
力
の
増
進
を
図
る
よ
う
ヱ

3
諸

m
m
Mれ
れ

於

m一

一
一
一
次
午
後
七
時
閉
会
し
た
。
一
一
一
財
政
を
建
直
す
と
云
ふ
と
と
一
を
購
入
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
一
て
、
確
定
的
の
も
の
で
は
る
り
一
に
皆
様
に
お
送
り
し
ま
ず
か
ら
一
納
付
す
る
義
務
の
あ
る
人
で
、
一
。
に
な
っ
て
お
り
ま
す
以
下
大
事
を
御
説
明
致
し
ま
す
。
一
一

言

器

開

忌

員

長

=

一

一

諮

問

時

晶

子

端

技

謀

長

一

付

出

持

品

目

第

出

官

事

講

堂

議

器

開

器

事

臨

出

川

…

…

…

非

開

佐

江

便

一

日

露

間

同

日

間

連

一

年

間

信

釘

則

を

一

万

五

千

円

に

一

車

齢

駐

日

持

続

一

教

問

時

い

弘

前

宣

言

問

一

一

一

堅

持

伝

子

翻

訳

読

点

何

一

軒

詰

針

転

抗

議

一

対

け

脱

税

丹

市

可

を

一

第

十

草

放

牧

地

を

賃

貸

一

8
村

山

常

時

お

れ

れ

損

一

旨

定

め

ら

れ

た

。

一

年

額

二

万

五

千

円

主

万

二

千

五

ー

す

。

一

四

十

八

万

二

千

円

の

追

加

、

主

あ

り

ま

す

ぎ

E
z
f一
れ
日
歩
一
一
一
銭
の
割
合
主
義
一
出
し
て
下
さ
い
。
、
一
皇
室

2
2
5
2干
し
て
い
る
宮
の
賃
貸
借
を
一
精
常
直
ち
に
補
修
し
て

一
⑨
町
議
会
議
員
等
の
報
一
監
副
都
員
一
時
開
刊
誌
詰
却
な
一
学
校
費
の
備
品
費
十
六
万
円
追
一
し
て
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
一
時
さ
れ
ま
ず
か
ら
御
注
意
下
さ
一
詩
情
は
税
務
署
で
お
尋
ね
一
の
農
地
の
耕
作
者
で
あ
る
こ
と
一

i
z場
合
は
、
満
了
す
る

7
夜
閣
は
還
ま
た
は
還
し

の
一
一
書
教
育
子
額
骨
片
手
土
野
町
刊
誌
建
材
一
一
説
明
即
時
一
一
一
補
盟
諸

f
i
F
j十
i
i
E・
一
肝
仲
間
諮
問
諮
問
詑
訳
出
す
れ
?
?
?

一
時
詰
昨
日
刊
明
日
間
作
一
年
額
諸
問
時
間
を
〕
万
五
千
一
段
げ
す
都
同
時

M
M
一
計
画
に
基
く
組
み
替
で
あ
り
ま
一
分
の
二
地
元
奇
附
と
し
て
お
り
一
⑨
新
教
育
委
員
決
定
一
主
主
主
主
主
一
軒

γ農
地
以
外
の
も
の
(
宅
一
を
得
て
相
手
に
通
告
し
な
け
一

1
富

綜

躍

制

を

す

る

と

町

一

即

時

次

の

よ

う

に

改

一

品

諮

問

時

万

円

を

一

知

的

出

現

世

間

即

時

間

一

盟

一

比

一

九

一

一

一

時

間

一

一

一

一

一

一

日

つ

評

い

三

時

間

輩

出

部

出

品

約

一

昨

日

一

割

削

詰

一

一

万

円

に

一

時

計

門

書

諮

問

一

設

計

五

私

立

と

閥

抗

諮

問

持

説

明

一

る

電

気

導

入

事

業

資

一

委

旬

結

た

?

(

長

浜

v

一

3
2
2二小
2
2反
歩
自
小
作
併
一
申
出
で
文
書
で
取
交
さ
ね
ば
一
を
記
載
す
る
事
。

一
三
万
円
を
一
万
七
千
同
に
一
の
官
会
に
お
い
て
御
協
議
申
し
一
し
く
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
一
苦
難
を
克
服
す
る
勇
気
が
な
け
一
金
損
失
補
償
一
門
田
博
(
長
浜
)
一
本
年
も
台
風
に
依
る
一
部
被
一
日
れ
ト
枝
一
政
鴻
抗
日
一
打
可
い
事
に
規
定
さ
れ
て
一

4
刊

誌

訪

問

腕

時

抗

い

一日
F
E
一
任
一
間
同
協
鶴
間
号
綜
町
分
担
金
土
時
計
一
一
日
一
一
一
品
一
一
一
盟
ψ
一
一
一
愛
判
一
一
時
一
昨
日
日
目
訪
日
一
関
税
出
向
山
一
耕
一
器
提
出
一
明
訪
問
駐
日
比

一

赤

け

羽

根

共

同

募

金

一

と

の

条

例

は

公

聴

会

を

聞

き

王

監

さ

れ

る

わ

け

で

あ

り

ま

一

ふ

こ

と

を

可

決

一

⑨

町

議

会

常

任

委

員

秩

五

同

慶

に

た

え

ま

せ

ん

0
7
l
i
l
i
-
-
i
s
i
i
l
i
j
i
t
f
?

η
f
ニ
.
h
-
7
7
:
-
2
4
・
!
‘
一
然
る
後
制
定
せ
ね
ば
な
ら
な
一
し
て
苦
し
い
中
で
も
町
民
福
祉
一

O
提

案

理

由

説

明

一

定

一

扱

本

年

も

昨

年

に

準

じ

第

三

百

市

明

日

市

沼

市

措

晴

海

崎

日

川

崎

清

司

制

町

一

に

つ

い

て

お

願

い

一

い

こ

と

に

な

っ

て

い

る

の

で

五

遂

の

た

め

に

財

政

の

許

す

限

一

青

島

地

区

の

電

話

語

、

一

今

国

高

官

遣

の

一

部

一

回

の

農

産

物

品

評

会

開

催

一

一

一

j

一
産
業
。
経
済
委
員
会
に
附
託
さ
一
り
事
業
を
や
っ
て
行
き
た
い
考
一
昭
和
一
干
一
年
十
月
四
海
軍
の
一
改
正
に
伴
い
、
町
議
会
委
員
会
一
致
し
ま
ず
か
ら
昨
年
足
し
御
一
一
一
'

一

長

浜

町

共

同

募

金

会

長

一

れ

た

一

え

で

あ

り

ま

す

。

一

使

用

す

る

施

設

の

払

下

を

受

け

一

条

例

が

改

正

さ

れ

現

在

の

六

つ

一

一

一

一

つ

月

一

門

田

豊

市

一

⑨

町

財

政

再

建

計

画

繋

一

⑨

長

浜

小

学

校

増

築

一

た

も

の

で

現

在

主

機

関

が

老

朽

一

の

常

任

委

員

会

が

次

の

四

つ

の

一

協

力

御

出

品

下

さ

い

ま

し

て

益

一

一

一

民

主

一

算

一

下

水

道

事

業

決

定

一

し

今

俊

使

滑

に

耐

え

な

い

の

で

一

委

員

会

に

改

め

ら

れ

た

。

一

々

盛

会

に

施

行

さ

れ

ま

す

よ

う

一

一

一

涼

一
人
聞
は
誰
れ
で
も
幸
福
を
願

-E室
長

の

も

と

に

と

の

一

人

件

費

物

件

費

一

一

青

島

漁

協

2
2
R改
良
一
委
員
会
名
及
び
委
員
袋
三
今
よ
り
署
管
理
に
一
層
拍
車
一
一
一
あ

m
一
不
幸
な
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
一
番
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
一
建
設
事
業
費
へ
一
別
会
計
追
加
予
算
一
の
資
金
の
中
二
七
二
万
を
農
林
一

1

V

委

員

長

一

期

日

は

十

二

月

中

1
下
句
の
一
一
一

t

明
一
ま
す
。
と
の
不
幸
な
人
達
を
少
一
願
ひ

Eけ
ま
す
。
一
一
、
昭
和
三
十
一
年
度
長
浜
町
一
現
在
迄
の
予
算
額
一
塁
よ
り
借
受
け
る
に
つ
き
漁
一
マ
副
委
員
長
一
予
定
で
す
が
決
定
次
第
御
知
ら
一
一
一
す

即
一
社
れ
れ
ぼ
れ
諸
問
的
一
愛
媛
県
巨
嗣
額
古
平
五
百
万
円
一
指
会
計
追
加
予
算
原
案
通
一
今
医
科
盟
十
三
四
五
円
一
抑
制
手
間
時
給
日
比
一
野
委
員
会
一
詑
託
け
い
蓮
華

-ZE--一ヨ一三
i
i
一

一

一

七

m一
は
げ
ま
し
あ
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
言
案
。
五
八
万
三
ハ
O
円
一
当
初
予
算
額
一
一
八
、
四
二
四
、
二
三
九
円
一
て
町
が
損
失
補
償
を
致
す
べ
く
一

v赤
穂
直
城
、
マ
津
田
利
広
一

v
河
内
作
右
衛
門
、
マ
喜
一
一
一
で

昭
す
が
こ
の
あ
た
L

か
い
愛
情
と
一
長
浜
町
。
一
九
二
二
七
一
円
一
六
七
、

O
九
O
、
一
七

O
円
一
計
予
算
額
一
条
件
附
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
一
石
田
政
雄
、
村
上
惟
一
、
泉
一
豊
己
、
後
藤
忠
雄
、
村
本
伊
一
一
一
ま

一
た
す
け
あ
い
の
精
神
の
あ
ら
わ
一
地
区
別

t

今

回

追

加

更

正

額

二

一

四

、

八

六

八

、

五

八

四

円

一

七

一

伯

」

吾

念

之

助

・

今

村

林

斉

一

太

郎

、

浦

上

愛

明

、

川

弁

酉

一

一

一

兵

一
れ
が
「
赤
い
羽
根
」
共
同
募
金
一
長
浜
八
二
、
二
五
三
円
四
八
、
五
七
八
ヲ
五

O
O円
一

@

一

提

案

理

由

説

明

一

本

事

業

君

主

性

を

主

建

設

一

太

郎

、

矢

間

善

男

一

一

一

ん

一
な
の
で
あ
り
ま
す
。
一
白
滝
三
四
。
九
五
五
円
計
予
算
額
一
本
予
算
は
長
浜
小
学
校
の
増
一
び
且
つ
島
民
、
の
生
活
文
化
向
上
一

v
東

豊

、

マ

藤

沢

一

梅

太

郎

、

一

産

業

絵

済

一

一

一

ん

一
一
さ
て
今
年
も
秋
の
訪
れ
ど
共
に
一
大
和
三

O
、
五
三
二
円
一
一
五
、
六
六
人
、
六
七

O
円
一
築
、
下
水
道
事
業
の
言
語
五
唯
一
の
施
設
で
あ
り
ま
す
の
一
久
保
吉
蔵
、
塚
本
産
、
稲
一

v襲
撃

、

マ

日

野

義

満

一

一

一

名

(
一
乙
の
「
赤
い
羽
根
」
共
同
募
金
一
櫛
生
一
七
、
四
九
六
円
。
提
案
理
由
説
明
一
規
の
も
の
で
あ
り
ま
し
て
他
は
一
で
、
こ
与
に
本
事
業
資
金
が
円
一
国
政
光
、
亀
岡
政
重
、
松
本
一
宮
本
庫
雄
、
林
日
出
猪
.
本
一
-
一

一
運
動
が
十
月
一
日
よ
り
全
国
一
一
出
海
一
四
、
四
一
一
一
円
と
の
追
加
更
正
予
算
は
先
般
一
再
建
計
画
に
基
〈
組
み
替
で
あ
一
滑
に
融
通
さ
る
L

べ

く

本

議

案

一

垣

生

ー

一

回

重

太

郎

、

尾

崎

運

衛

、

門

一

r
i
l
l
-

-ι斉に開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
当
一
喜
多
灘
一
二
、
六
一
三
円
御
決
議
に
な
り
ま
し
た
財
政
再
一
り
ま
す
。
一
宅
提
出
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
一
文
教
厚
生

A

一

回

豊

市

.

一

E
1
E
l
a

r
g
i
l
l
s
-
E
'
B
a
s
i
l
i
-
-
I
E
B
i
l
l
i
-
-
E
B
E
E
-
-
4
B
I
l
i
-
-
B
i
l
l
i
-
-
l
E
E
l
l
-
-
'
t
i
l
-
J
I
l
B
E
l
l
i
-
-
B
E
l
l
i
-
-
E
E
M
I
l
l
i
l
i
-
-
E
I
l
l
-
E
l叫
司
寸

EEE-'

滞

士

三

:
1
5
ι
高
是
正
文
F
1
1
3
2
J
j
r
l三
ヘ

第18ザ

十

月
三
十
日
ま
で

第
二
期
分
の
納
期
は

の

町

曾
関

か
る

申告所得税

委

調"

-~一ー~マ一一~一一一ー ー
暗♂ ー

1.，.，. 

，，..，. 
よポ

守 p

'・伊

赤い羽根は.世の中を明かるく
1
 • p

-

r 
F 
4、

励

行

か

し不幸な人たちをたすけるための

た私たちの村や町などの福祉

はたらきをしています。

ま

をはかるために使われているので

比
の
額
を
越
え
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
又
必
ヂ
現
金
で
支
払
ひ
を

致
し
ま
す
。

そ
の
他
事
務
的
手
続
に
つ
い

て
は
地
区
の
委
員
会
に
お
尋
ね

下
さ
い
。

a-zEu--e--EEEz--M=-aE-2--zaEg一三三一面

盗
犯
の
防
止
は

こ
う
し
て

最
近
、
自
転
車
の
盗
難
並

盗
犯
が
発
生
し
て
お
り
ま
す

σ

で
、
左
の
点
に
注
意
さ
れ
て
被

害
に
か
L
ら
ぬ
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

すから直接に私たちの身のまわり

が平和なそして明かるい環境にな

って行くものです

守一
J
J待
Y
九

時

i

ヂ
rreVρ
ぃ上円三一ヘ一・
4

い
1
7
5
r
L
4
ぺ
ま
'
t

λ

品
、
J
H

語
長
宅
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H
H
E
R曽
E
'
V
E
a
r
gド
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'
e
s
t
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明
春
桑
樹
の
充
実
に
依
る
多
段
一
す
る
と
繭
価
が
上
昇
す
る
。

穫
と
良
質
桑
葉
が
得
ら
れ
る
の
一
イ
遊
露
蚕
の
上
族

で
是
非
実
行
せ
ら
れ
た
い
。
一
ロ
笈
中
捨
虫
を
早
く
一
斉
に
一
行

梢
端
伐
採
法
と
は
其
の
年
の
一
ぅ
。

気
象
状
況
と
施
肥
関
係
に
依
る
一
ハ
笈
上
に
稲
葉
を
撒
く
。

。

稲

作

雨

は

コ

雨

i
一
斗
」
の
増
政
一
伸
長
度
合
に
よ
っ
て
呉
る
が
九
一
ニ
叢
中
保
護
温
度
は
F
七
十
三

稲
作
も
後
期
に
入
り
九
号
十
一
と
言
わ
れ
る
一
事
を
翫
味
し
落
水
一
月
二
十
日
以
後
で
其
の
年
柄
を
一

1
七
十
五
度
と
し
て
五
日
は

二
条
十
五
号
台
風
の
襲
来
で
部
一
期
の
決
定
を
す
る
必
要
が
あ
る
一
見
た
上
之
を
行
ラ
事
が
肝
要
で
一
排
温
と
換
気
に
努
め
る
。
(

分
的
に
は
相
当
の
被
害
を
受
け
一
落
水
は
大
体
出
穂
後
三
十
日
位
一
あ
る
。
一
保
護
温
度
中
激
変
が
あ
る
と

た
の
で
あ
る
が
全
般
に
豆
っ
て
一
過
ぎ
て
か
ら
で
あ
り
早
生
種
を
一
二
、
育
蚕
一
瞥
繭
中
姥
死
又
は
選
除
繭
が

は
軽
い
被
害
で
あ
る
。
一
栽
培
し
て
い
る
地
方
で
は
九
月
一
晩
秋
蚕
壮
蚕
期
頃
は
自
然
温
一
多
い
)

五
月
の
日
間
代
設
置
か
ら
の
苦
一
下
句
、
晩
稲
の
栽
培
地
帯
は
十
一
度
の
低
下
に
伴
い
自
然
温
度
に
↑
ホ
笈
抜
は
ざ
っ
と
巣
構
え
し
ょ

労
も
後
わ
ヂ
か
で
敗
穫
期
に
達
一
月
中
匂
ぐ
ら
い
が
適
当
で
あ
る
一
余
り
支
配
せ
ら
れ
る
と
経
過
日
一
時
に
笈
改
を
行
う
。

す
る
の
で
、
収
穫
の
歓
び
も
、
一
秋
落
地
帯
で
は
落
水
期
を
精
々
一
数
並
に
蚕
児
に
対
す
る
影
響
は
一
へ
叢
の
上
下
転
換
は
上
叢
後
約

も
う
一
呼
吸
で
あ
る
が
そ
の
最
一
遅
ら
せ
る
と
有
利
で
あ
る
が
水
一
良
く
な
い
結
果
を
も
た
ら
す
又
一
三
十
五

1
四
十
時
間
頃
に
行

後
の
手
入
を
怠
つ
て
は
な
ら
な
一
利
、
裏
作
等
の
関
係
を
考
え
て
一
壮
蚕
児
と
言
え
ど
も
お
ろ
そ
か
一
ぅ
、
(
夜
抜
と
同
時
に
行
う

い
。
そ
の
手
段
は
落
水
期
の
問
一
適
当
な
時
期
に
落
水
す
る
こ
と
一
に
し
な
い
様
特
に
左
記
を
留
意
一
と
効
果
が
な
い
)

題
や
穏
首
イ
モ
チ
、
枝
梗
イ
モ
一

O

麦

作

一

し

て

み

た

い

。

一

ト

牧

繭

は

芳

掻

を

さ

け

る

と

共

チ
病
の
防
除
と
ワ
γ
カ
の
駆
除
一
山
間
部
地
帯
は
早
冷
と
夏
作
一

1
、
壮
蚕
期
は
各
戸
共
配
布
に
一
に
叢
中
差
し
替
を
行
う
。

に
対
す
る
注
意
で
あ
る
。
一
物
の
政
穫
が
重
復
し
て
笑
の
帰
一
よ
る
標
準
蚕
座
面
積
と
し
て
混
一
チ
出
荷
者
は
な
る
べ
く
同
一
粒

出
掛
他
後
に
発
生
す
る
イ
モ
チ
一
種
期
が
非
常
に
短
か
い
、
適
期
一
度
、
湿
度
共
に
な
る
べ
く
大
き
一
揃
の
も
の
或
は
繭
層
同
一
格

病
は
直
悼
摂
取
量
に
響
く
、
替
市
イ
一
を
失
い
易
く
色
々
の
障
害
を
日
山
:
な
差
が
生
じ
な
い
様
常
に
配
意
一
を
荷
口
と
し
て
検
定
を
受
け

ず
チ
に
比
べ
て
被
害
の
多
い
の
一
し
減
吹
が
甚
だ
し
い
の
で
務
地
一
ず
る
。
一
る
と
口
町
位
と
成
積
が
良
い
。

、
主
砲
首
イ
モ
チ
で
あ
る
。
一
労
力
詳
の
点
を
研
究
し
播
種
期
一
2
、
壮
蚕
児
は
室
内
の
換
気
が
一
尚
養
蚕
事
項
に
就
い
て
の
内

山
間
地
帯
は
穏
首
イ
モ
チ
の
一
を
は
ず
さ
ぬ
こ
と
が
肝
要
で
あ
一
な
に
よ
り
大
切
で
あ
る
か
ら
一
一
容
は
蚕
業
技
術
員
に
相
談
す
る

発

生

が

多

く

出

穂

後

十

二

日

頃

一

る

。

一

段

と

通

気

に

注

意

す

る

。

一

と

と

。

か
ら
急
に
増
え
二
十
日
頃
が
多
一
酸
性
土
爆
中
和
の
た
め
苦
土
一

3
、
壮
蚕
別
は
最
後
に
近
い
程
一
③
柑
橘

い
平
担
地
帯
は
穏
首
、
校
梗
イ
一
石
灰
反
当
三
γ
昨
日
し

γ

効
布
す
一
良
い
桑
(
壮
蚕
に
適
じ
た
も
の
一
栽
培
管
理

モ
チ
が
出
稼
後
十
日
頃
か
ら
出
一
る
が
良
い
。
一
)
を
給
与
す
る
事
が
理
想
的
で
二
、
早
生
温
州
に
於
け
る
第
一

始
め
一
ヶ
月
た
っ
た
頃
が
一
番
一
種
子
消
毒
は
駐
在
普
及
員
に
一
あ
る
が
。
台
風
其
の
他
に
よ
り
一
燐
酸
石
灰
の
葉
面
撤
布
(
商
品

増
え
る
。
傾
穏
期
に
於
け
る
水
一
指
導
を
受
け
て
実
施
せ
ら
れ
た
一
泥
桑
等
を
給
与
せ
ね
ば
な
ら
な
一
名
カ
I
ラ
イ
ト
)

銀
粉
剤
の
効
果
は
高
い
の
で
あ
一
ぃ
。
一
い
場
合
に
は
良
い
桑
(
品
目
適
正
一
⑤
、
燐
酸
塩
の
葉
面
撤
布
に
つ

る

@

一

一

常

の

桑

)

か

ら

順

次

給

与

す

る

一

い

て

の

研

究

登
熟
期
に
水
分
不
足
を
来
す
一
@
養
蚕
一
事
が
虫
質
の
強
健
を
図
る
上
に
一
従
来
肥
料
養
分
は
も
っ
ぱ
ら

と

養

分

の

移

行

が

鈍

り

、

玄

米

一

一

、

栽

培

一

良

い

。

一

土

壌

中

に

於

て

根

か

ら

吸

放

さ

の
充
実
が
悪
く
、
死
米
、
枇
の
斗
晩
秋
蚕
の
壮
蚕
後
期
に
桑
葉
一

4
、
上
策
は
坪
当
り
五
十
頭
単
一
せ
て
居
た
が
最
近
肥
料
を
土
に

増
加
に
よ
り
品
質
を
甚
し
く
低
一
四
枚
位
を
残
し
条
の
緑
色
の
部
一
位
と
し
間
三
約
二
百
頭
前
後
と
一
施
す
代
り
に
肥
料
成
分
を
直
接

下
し
減
牧
す
る
。
ま
た
穏
首
ィ
一
分
を
切
り
取
り
蚕
に
与
え
稀
端
一
ず
る
。
。
一
作
物
の
葉
面
に
撒
布
し
て
葉
か

モ
チ
も
発
生
し
や
す
く
な
る
。
一
伐
採
法
を
行
う
。
一
上
笈
時
は
多
事
多
用
で
過
重
一
ら
吸
牧
す
る
研
究
が
発
達
し
て

落
水
期
が
早
過
ぎ
た
場
合
も
一
晩
秋
蚕
壮
一
蚕
後
期
盛
食
の
最
一
労
伐
と
な
り
勝
で
あ
る
か
ら
事
一
来
た
。

こ
れ
と
同
じ
傾
向
が
現
は
れ
る
一
適
桑
葉
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
虫
一
部
に
其
の
準
備
を
し
て
置
く
必
一
但
し
肥
料
は
原
則
と
し
て
適

地
方
に
よ
っ
て
は
登
熟
期
つ
降
一
質
、
繭
宵
に
及
ぼ
す
t
r
明
咋
大
で
」
要
が
あ
る
と
次
の
事
項
を
実
行
一
量
を
土
壌
中
に
施
し
て
根
か
ら

一一

A

a

A

h

一
は
町
民
の
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
一
①
自
転
車
没
夜
間
は
必
ら
ず
出
版

i一

十

月

十

六

日

か

ら

一

比

の

事

故

防

止

に

対

す

る

絶

大

一

火

を

つ

け

て

走

る

こ

と

。

周

到

一

一

-

-

-

一

な

御

協

力

が

必

要

な

の

で

あ

り

一

時

一

一

十

月

二

十

五

日

空

で

一

ま

す

。

一

⑩

自

動

車

は

常

に

整

備

し

仕

業

官咽

2

7

3

一
ど
う
か
町
民
の
皆
様
も
を
一
点
検
を
必
ら
ず
行
つ
で
言

動
一
一
年
々
増
加
す
る
交
一
も
長
浜
町
だ
け
で
も
十
六
人
。
一
揚
げ
る
事
項
を
よ
く
守
っ
て
交
一
連
転
を
す
る
こ
と
。

監
一
一
通
事
政
を
未
然
に
防
一
言
を
数
へ
て
居
り
ま
す
寸
一
通
事
故
の
防
止
に
御
協
力
下
さ
一

2動
車
は
法
律
で
定
め
ら
れ

さ

ぐ

君

、

全

国

一

三

宮

空

交

通

事

故

の

発

生

件

一

ぃ

。

一

を

度

以

上

で

走

ら

な

い

こ

込
士
一
一
に
比
の
交
通
安
全
運
一
数
を
長
浜
町
の
地
区
別
に
見
て
一
交
通
事
故
防
止
、
心
得
一

2

内
足
一
一
動
を
展
開
す
る
こ
と
一
見
ま
す
と
一
①
人
は
右
車
は
左
の
交
通
規
則
一
⑫
無
免
許
連
転
は
絶
対
し
な
い

H
U一
一
に
な
っ
て
居
り
ま
す
一
二
九
年
三

O
年

三

一

年

一

を

励

行

す

る

こ

と

。

一

こ

と

。

吊
期
一
一
大
洲
警
察
署
内
で
一
長
浜
一
四
三
一
(
勾
道
路
に
物
を
置
か
な
い
こ
と
一
⑬
踏
切
り
の
還
行
は
必
ら
ず
一

L

£
一
一
、
最
近
の
交
通
事
故
一
大
和
一
一
二
一
一
(
仰
道
路
で
子
供
を
遊
ば
せ
な
い
一
旦
停
車
し
て
危
険
の
有
無
を

一HJ一
一

の

数

字

を

拾

っ

て

見

一

白

滝

一

五

四

一

こ

と

。

一

確

か

め

て

か

ら

通

行

す

る

と

ザ
帯
主
一
ま
す
と
、
昭
和
二
十
一
櫛
生

O

一
二
、
一
@
車
の
す
ぐ
前
や
後
を
横
切
ら
一
と
。

決
一
一
九
年
度
は
年
間
三
十
一
出
海

O

O

一

一

な

い

こ

と

。

一

⑪

自

動

車

運

転

者

は

酒

器

い

j
一
四
件
の
交
通
事
故
の
豆
多
灘
一

O

一
二
@
汽
車
自
動
車
等
の
飛
降
り
亘
書
な
運
転
が
出
来
な
い
と

一
一
発
生
を
見
て
居
り
死
一
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
之
一
ぴ
乗
り
は
し
な
い
こ
と
。
一
を
怯
運
転
し
な
い
こ
と
。

者
四
人
、
負
傷
者
三
一
れ
を
見
ま
す
と
、
白
滝
地
区
が
一
①
道
路
の
横
断
は
左
右
を
確
し
一

十
三
人
、
昭
和
三
十
年
度
は
年
一
一
番
多
〈
続
い
て
長
浜
、
六
和
一
か
め
て
か
ら
す
る
こ
と
。
一

間
の
発
生
は
五
十
四
件
、
死
者
一
の
順
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
一
(
切
道
路
で
の
立
話
や
演
に
並
ん
一

二
人
負
傷
者
五
十
八
人
に
増
加
一
比
の
様
な
恐
ろ
し
い
交
通
事
一
で
歩
か
な
い
こ
と
。
一

し
更
に
今
年
は
、
九
月
末
迄
に
一
故
を
防
止
す
る
為
に
警
察
と
し
一
(
切
交
通
の
激
し
い
町
内
で
の
日
一

す
で
に
五
十
八
件
の
交
通
事
政
一
ま
し
で
も
、
日
夜
努
力
を
続
け
一
転
車
の
二
人
乗
り
は
し
な
い
一

十
月
農
林
作
業
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の
発
生
を
見
て
居
り
死
者
の
数

て
居
り
ま
す
が
、
市
し
之
れ
に

L-。

日十ト間同
U
L
『

「

ヘ

1
4
E品
u
e
n
H
S
U
R
B
E

圃

4
2

吸
攻
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
肥

料
養
分
の
葉
面
撤
布
は
其
の
不

足
分
を
補
う
も
の
で
あ
る
。

比
の
場
合
燐
酸
を
葉
面
撒
布

す
る
と
吸
牧
は
撒
布
後
一
昼
夜

に
し
て
其
の
八
割
以
上
が
吸
牧

さ
れ
肥
効
が
早
〈
且
つ
わ
ず
か

の
量
で
足
り
る
。

葉
面
撤
布
効
果
は
特
に
燐
酸

の
吸
牧
の
悪
い
所
に
於
い
て
言

い
得
る
事
で
あ
る
。

品川一効果

本
郊
に
於
け
る
燐
酸
の
葉
面

撤
布
は
今
年
が
始
め
て
な
の
で

其
の
効
果
に
つ
い
て
断
言
は
出

来
難
い
が
各
地
の
試
験
成
績
及

び
実
際
経
験
者
の
聞
く
所
に
よ

る
と
特
に
早
生
湿
州
に
於
い
て

洪
積
層
土
壌
へ
火
間
岩
土
壌
に

於
て
其
の
撒
布
は
有
効
で
三

1

四
日
着
色
を
早
め
、
採
色
が
均

一
で
鮮
度
が
す
向
い
と
の
事
で
あ

る。の
、
撒
布
時
期

第
一
燐
酸
石
灰
は
撒
布
時
期

に
よ
り
其
の
効
果
に
大
分
差
が

あ
る
ば
か
り
で
な
く
却
っ
て
逆

効
果
を
招
来
す
る
の
で
其
の
撒

布
に
当
つ
て
は
各
個
閣
の
着
色

状
況
を
見
て
適
確
な
時
期
を
選

定
す
べ
き
で
あ
る
。

度

石灰水一斗に15匁

石灰硫黄合剤120"-'

150倍液+第一燐重量

濃眼

一

色

一

割

色

z
b
l

白

色

ヨ

一

R
U

色

一

臼

頃

一

L

主
主

着

一

惜

の

一

4

↑y

開
一
↑
四
一
ド
問

自

一

月

一

月

引

-

A

U

-

O

U

寸
土

一

回

布

一

回

布

一

一

一

一

一

一

第

散

一

第

散

以
上
の
し
事
か
ら
し
て
第
一
燐

酸
石
灰
の
，
葉
面
撤
布
は
特
に
早

生
混
州
に
於
て
採
取
時
期
を
一

日
で
も
早
く
す
る
事
に
於
て
効

果
大
な
る
も
の
が
あ
り
各
々
園

の
着
色
状
況
を
良
く
観
察
し
て

後
撒
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

叉
採
攻
前
の
硫
黄
合
剤
の
撒
布

は
ダ
ニ
類
防
除
の
外
着
色
鮮
度

を
高
め
果
皮
の
緊
り
を
良
く
し

貯
蔵
、
輸
送
性
を
一
高
め
間
接
的

に
は
浮
皮
果
を
防
止
す
る
の
で

本
剤
の
撒
布
(
硫
黄
合
剤
)
は

是
非
実
施
せ
ね
ば
な
ら
ず
第
一

燐
酸
石
灰
を
社
用
撒
布
よ
り
む

し
ろ
硫
黄
合
刻
に
加
用
撒
布
し

た
方
が
効
果
が
高
い
の
で
労
力

の
為
無
駄
は
全
く
無
い
と
忠
わ

る。

y
l
J
、、、、

一
匹
~
一
内

I

〆l1liiLi1brr(L、L、

一
四
県
照
主
催
に
よ
り
参
議
員
外
務
-
今
回
改
正
さ
れ
た
叫
地
地
方
自
地

調
査
員
、
阿
南
文
也
氏
に
よ
一
法
の
一
部
改
正
に
伴
ふ
議
会
一

る
時
局
講
演
会
を
役
場
会
議
一
常
任
委
員
会
の
構
成
等
に
つ
一

室

で

関

催

一

き

協

議

し

た

一

八
月
二
十
八
日
一
九
月
一
ご
一
中
十l
日
、
二
十
三
日
一

一

宮

崎

県

市

役

所

係

員

及

び

木

一

町

定

期

監

査

実

施

一

マ

出

八

月

二

十

日

一

一

一

一
履
業
者
一
行
木
履
業
視
察
の
一
吋
監
査
委
員
に
よ
り
診
療
所
一

長

浜

大

橋

二

十

週

年

記

念

式

一

一

一

与

一

た

め

来

町

一

保

育

所

、

各

出

張

所

を

対

象

一

一

典

一

九

月

七

日

一

と

し

て

実

施

」

亀

井

政

之

助

町

主

催

、

商

工

会

及

双

葉

会

一

商

工

経

済

委

員

会

開

催

一

九

月

二

十

一

日

一

城

ケ

滝

通

治

後
援
に
よ
り
現
地
で
記
会
副
一
町
税
徴
牧
特
定
滞
納
輩
出
等
一
農
林
業
壇
場
者
協
議
会
一
山
本
初

典

が

挙

行

さ

れ

式

後

罪

跡

、

一

に

つ

い

て

協

議

し

た

一

九

月

二

十

二

日

一

山

本

E
市

宝

撤

及

び

町

内

有

志

に

よ

る

一

九

月

十

二

日

一

喜

多

灘

池

区

敬

老

会

開

催

一

百

困

層

好

仮
装
行
列
等
が
行
わ
れ
た
。
一
長
浜
町
傷
痩
軍
人
会
総
会
開
一
九
月
二
十
五
日
一
久
保
喜
夫

八

月

二

十

五

日

一

健

一

出

海

地

区

一

色

産

品

評

会

一

連

崎

太

冶

郎

商

工

経

済

委

員

会

開

催

一

九

月

十

五

日

一

九

月

二

十

七

日

一

山

崎

秀

雄

議
会
よ
り
附
託
さ
れ
た
町
有
一
出
海
地
区
敬
老
会
開
催
一
愛
媛
県
果
樹
青
年
同
志
会
旦
金
橋
栄

地

貸

与

の

件

に

つ

き

審

議

一

九

月

十

八

日

一

究

発

表

会

開

催

一

友

沢

利

夫

時

局

講

演

会

開

催

-

長

浜

町

議

会

議

員

総

会

開

催

』

一

神

潤

百

合

子

1
1
(
i
i
4
l
i
-
-
-
b
t
様
で
皆
町
軒
々
じ
無
理
主
久
保
芳
母
国

人
V

A

V

A

V

A

V

A

V

O

A

V

O

御
願
い
を
申
し
つ
L

あ
る
の
で
一
立
花
与
作

築

た

あ

る

鱗

代

表

二

御

ざ

い

ま

す

が

、

私

達

の

代

主

持

郡

選

ノ

、

4

臨時

121一こ
4
2
2曜
を
是
非
と
も
東
京
へ
送
ら
ん
も
ニ

の
と
私
達
は
一
生
懸
命
で
御
座
ニ

長

浜

青

年

圏

い

ま

す

。

ど

う

か

唆

弱

気

持

ぶ

玉

川

政

重

で
御
協
力
下
さ
る
様
御
願
い
申
↑
浜
田
山
理
口

町
民
の
皆
様
私
達
長
浜
青
年
一
ん
な
で
励
げ
ま
し
合
い
助
け
合
し
上
げ
ま
す
。
-
一

団
松
嵐
う
た
う
会
が
こ
の
度
松
一
っ
て
今
日
こ
i

に
一
年
九
ヶ
月
最
後
に
今
大
会
出
場
に
療
し
二
宥
也
勝

山
市
市
庁
ホ

l
u
M
で
閣
内
か
れ
ま
一
の
努
力
が
実
を
結
び
、
栄
え
の
栄
万
な
ら

Q
河
協
力
御
芳
志
を
頂
一
沢
井
品
目
一

し
た
第
十
団
全
司
青
年
大
会
愛
一
冠
を
獲
得
致
し
ま
し
た
。
い
た
御
有
吉
の
方
々
並
に
中
学
一
田
中
進

援
団
甲
府
予
選
芸
能
の
部
に
お
い
て
一
比
皮
の
私
達
の
東
京
大
会
出
佼
諸
先
生
及
び
関
係
者
各
位
に
一

晴
れ
の
全
国
大
会
出
場
権
を
獲
一
場
が
、
今
年
は
四
十
人
の
仲
間
対
し
紙
主
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
一
奥
田
佳
怠

得
、
東
京
大
会
に
出
場
す
る
事
一
達
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
も
の
主
げ
ま
す
。
一
松
本
一
照
明

に

な

り

ま

し

た

。

一

だ

け

れ

ど

、

来

年

は

百

人

い

や

長

浜

青

山

宇

田

一

西

山

一

五

ふ
り
返
っ
て
克
ま
す
れ
ば
今
一
千
人
の
会
員
の
人
選
の
中
よ
り
肱
山
崎
う
た
う
会
一
同
一

迄
の
長
浜
青
年
団
活
動
が
全
一
選
出
さ
れ
た
合
唱
団
を
送
ろ
う

zei--宣
言

1
Z
E
B
-
-
E一一;一三沢斗

て

熱

し

や

す

く

冷

え

や

す

い

一

と

、

今

か

ら

張

り

切

っ

て

お

い

ー

言

由

美

団
体
等
と
基
地
た
く
な
い
言
葉
一
そ
し
て
私
達
が
こ
の
度
吋
の
削
閣
民
健
康
保
険
斗
神
山
利
貞

を

裁

い

て

い

た

の

で

す

が

、

咋

妄

と

し

て

い

や

県

の

代

表

と

し

み

甲

道

清

年
十
二
月
に
寸
う
た
ご
え
」
喜
一
て
出
場
す
る
事
に
大
き
な
嬉
び

叫
到
の
波
に
の
り
長
浜
に
も
「
肱
↑
と
誇
り
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

嵐
う
た
う
会
一
之
し
て
発
足
、
一
ど
う
か
こ
の
弘
遣
の
会
を
い

以
来
一
年
九
ヶ
月
の
閣
色
々
な
一
つ
/
¥
迄
も
今
次
と
に
成
長
さ

困
難
と
斗
い
つ

L
も
ど
う
し
て
一
す
為
に
皆
僚
の
暖
い
御
支
援
と

も
こ
の
汚
名
を
返
上
し
そ
し
エ
一
御
協
力
と
を
御
願
い
す
る
も
の

皆
ん
な
が
一
つ
に
な
ろ
う
と
、
一
で
御
座
い
ま
す
。

指
導
者
永
原
澄
子
き
ん
を
中
心
一
尚
出
場
の
た
め
ふ
資
金
の
面
で

と
し
て
現
在
の
会
員
四
十
名
が
一
御
座
い
ま
す
が
県
教
委
会
よ
り

ガ
ツ
チ
リ
と
手
を
結
び
と
も
す
一
は
一
人
宛
千
円
程
度
の
経
費

れ
ば
く
ず
れ
易
い
と
の
会
を
皆

r

し
か
支
出
し
て
も
ら
え
な
い
有

十
月
一
日
禁
足

町

日て
弓士
(ijC-

の新

教

育

委

員

会

教
育
委
員
長

教

育

]F' 
丞 の 育 会 新
菖教教こ委が教
JJ 育う員十育
伴育委に長月委

員決、一員
甲長長定教日に
? し育開よ

門小た長会るE田野。、さ初
り 季 主主れの
吉博広 を、委
宋 次教員

一二三四四去 聖子
、年年年年年よ田

委う
員に

決
上小矢岡門定
田野野崎回し

愛た
一季 関治
郎広男郎 博

門小

季

博広

氏氏

定決

長

，)' )'/ )'/ ，_， 

出
生一|:?
と
死
亡-

l) 

除
外
に
つ
い
て

土rEZr 
川美喜

江

唱
和
三
十
一
年
度
に
於
げ
る

喧
市
区
町
会
と
の
診
療
協
定
覚
警
一

に
よ
り
、
県
医
師
会
長
の
推
せ
一

ん
し
な
い
医
師
は
療
養
担
当
者
一

か
ら
除
外
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
一

い
る
が
今
回
左
記
の
方
々
は
、
一

国
保
の
保
体
決
医
か
ら
除
外
さ
れ
一

た
も
の
と
し
て
、
通
知
が
あ
っ
一

た
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一

コu

一

住

所

科

名

氏

名

一

宇

和

島

市

紅

門

沖

良

男

一

大

洲

市

産

婦

鎌

田

五

郎

一

松
山
市
耳
鼻
咽
古
川
林
三
郎
一

か

三

津

内

小

松

田

隆

一

今

般

白

滝

小

学

校

P
T
A
会

新
居
浜
市
内
外
三
木
基
雄
一

L
り
幻
燈
器
一
器
を
白
滝
小
学

。
内
逓
信
診
療
所
一
校
へ
寄
附
い
た
だ
ま
、
有
難
度

全
科
住
友
別
予
病
院
一
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

医
師
会
員
全
員
一
紙
上
を
借
り
厚
く
御
礼
を
申

以
上
一
し
上
げ
ま
す
。

二 長二長 二三長 長 二 長 二二 長二三・長 長三三二良二長二長二
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